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308 77 93 47 15 11 36 29





78 43 24 6 4 0 1 0
100.0 55.1 30.8 7.7 5.1 0.0 1.3 0.0
2016年入学
76 24 36 9 1 1 3 2
100.0 31.6 47.4 11.8 1.3 1.3 3.9 2.6
2015年入学
82 8 29 29 7 5 2 2
100.0 9.8 35.4 35.4 8.5 6.1 2.4 2.4
2014年入学
64 2 4 1 3 3 30 21





















































































































































































































































































































































































































































































































































































6．お わ り に
以上のように，経営学部で実施されたアンケート調査結果から，学生を社会へつなぐためのキャ
リア形成の視点で整理・分析し実態を把握するとともに，今後の学部の教育・運営についての課
題と改善案を提示した。
この調査で明確になったことは，キャリアに対する意識をもつ学生は多くいるが，強い意識を
もった学生は限られていた。キャリア意識と学習は相関や関連があるという知見を基礎とすると，
キャリア意識をもっている経営学部生は，同時に学習能力をもっているとも解釈することができ
る。一方で，経営学部生の実態を見ると，正課外授業，通学時間，アルバイト，インターネット
など多岐にわたる理由で学習時間を十分に確保していないために，学習による能力の育成が限ら
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れている可能性がある。その結果，キャリアに向けた意識の向上も限られてしまう可能性を読み
取ることができた。キャリア意識をもっている学生については，学習時間の確保と共に，学生が
期待するようなわかりやすく面白い授業展開ができれば，学習意識が喚起され，学生の能力が大
きく育成される可能性があるといえる。学生の悩みや支障を取り除き，学生が求め期待する学部
教育や運営ができれば，学生の学習に対する取組姿勢や態度に変化をもたらせる可能性があると
いうことであり，それは学生のキャリア意識の向上へとつながる可能性がある。そしてやがては
キャリア形成を通した自己実現につながるものとなっていくことが期待される。
学生が期待する授業とは具体的にどういう授業か，面白い授業とはどういう授業を指すか，わ
かりやすい，理解しやすい授業とはどういう授業をさすのか，今回の調査では具体的な回答を得
ていない。より学生に寄り添う授業展開に向けて，より具体的な調査を行っていくことは今後の
課題として挙げられる。また全国調査と同様の質問によるアンケート調査の実施も，学部の実態
の把握と知見の活用につながるものであり今後の課題となる。さらに，果たすべきミッションの
一つが，学生を社会につないでいくことであることは，既に説明した通りである。上記の課題に
加え，最後に，今後のさらなる課題として挙げておきたいのは，社会へ移行したあと，卒業生が
どのような人生を送っているか，キャリア形成を図り自己実現に向けてキャリアを積み重ねてい
るかどうかを確認し，実態を把握していくことである。卒業後の実態の把握によって経営学部で
の学びの効果をより現実的に検証できる可能性があり，今後の研究課題として挙げておきたい。
（1） 中央教育審議会（2018）。
（2） 厚生労働省（2018）。
（3） 本稿では，職業生活だけでなく家庭生活を含めた人生の積み重ねのことを「キャリア」と表現して
いる。
（4） 城西大学経営学部（2018）。
（5） 朝日新聞（2018）。
（6）「今回のアンケートは，城西大学『人を対象とする研究倫理審査委員会』の承認を得て（人倫2017
02）委員会のしてきに従ったアンケートを実施した」（城西大学経営学部（2018），p.3。）
（7） 城西大学経営学部（2018），p.5。
（8） マネジメント総合学科の5つのマネジメントコースは，「企業・会計」，「環境・情報」，「行政・教
育」，「健康スポーツ」，「観光・地域」の各マネジメントコースで構成される。
（9） 溝上（2018），p.16。
（10）「その後の他の調査研究でも，学習とキャリア意識との相関や関連はさまざまな形で認められてい
る（河井・溝上，2014；溝上・畑野，2013；梅崎・田澤，2013）」としている（溝上2018,p.4）。
（11） 溝上（2018），p.6。
（12） 溝上（2018），p.7。
（13） 溝上（2018），p.7。
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注
（14） 溝上（2018），p.7。
（15） 城西大学経営学部（2018），問74，問75。
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CurrentConditionsandDirectionsofEducationat
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StudentCareerDevelopment
―Basedmainlyon・TheSurveyonCurrentConditionsregardingCareer-
andGlobal-OrientedEducationattheFacultyofManagement・―
JunkoSAKAGAMI,ShikatoKAMIMURA,MasatoONO
Abstract
ThispapercompilesproposalsonhowtheJosaiUniversityFacultyofManagement
educatesandsupportsundergraduatesintheirfuturecareerdevelopmentandintheir
transitionfrom universitytosocietyandworkplace,takingtheircurrentcircumstances
andviewpointsintoaccount.
Theproposalsprovidedarebasedmainlyonsurveyresultsobtainedinthearticle
giveninthesubtitle.TheresearchgroupattheFacultyofManagementconductedthe
surveyin2017.Accordingtosurveyresults,manystudentshadrelativelyhighunder-
standingoftheirfuturecareergoalsandwereinterestedinlearningrelatedtotheircareer
development.However,somestudentsindicatedthattheirlearningabilitieswereinferior
tootherstudentsintheiragegroup.Somestudentsindicatednothavingsufficienttime
tostudyduetolonghoursatpart-timejobsand/ortimespentontheInternet,etc.Some
indicatedhavingworriesandconcernsregardingcareerpath,job-hunting,learningand
financialproblems.
Thestudyresultsalsoprovideideasforimprovementsinfacultyoperationsaimedat
motivatingsuchstudentstolearnandtoleadthemtofurthercareerdevelopment.
Keywords:careerdesign,studentlife,studentawareness,jobhunting,facultyoperation,IR
